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広 報

総 数 8:481(-33)

平成3年 6月 5日発行
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赤 ち や ん
たんじよう

争譲 有:棄ちゃん 信
(色 見)3・ 27生  まつ

覆爆 争i筆ちゃん 則
(上色見)3・ 29生  直

阿部 成子ちゃん 恭

(高森)3・ 30生  育

津留 彩子ちゃん 健

(高森)4・ 2生   広

三井 万由ちゃん 康

(高森)4・ 6生  真

住吉  恵ちゃん 正

(1991 4ナ l'Iとイ,1‐ う〉)
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さんの 2女

喜

み

和

子

二
美

次

美

弘

保

範

子

善

ミ

実

子

さんの 1、 男́

歯みがき指導は子供の時から十分に

●   ●

貴美代

さんの長女

さんの長女

さんの長男

さんの長男

さんの長女

防
デ
ー
。
あ
な
た
の
″

歯
は
大
文
夫
で
す
か
。

今
、
厚
生
省
で
は
８
η

２
０
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
八
十

歳
ま
で
二
十
本
の
歯
を

残
し
、　
一
生
自
分
の
歯

で
お

い
し
く
食

べ
る

こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う

と

い
う
も
の
。
そ
の
た
め

に
は
子
供
の
頃
か
ら
の
注
意
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
町
内
の
乳
幼
児

・
学
童
の
虫

歯
の
保
有
率
を
み
て
み
る
と
、

一
歳
半
児

三
二

・
七
％

（全
国
平
均
七

・
三
％
）
三

歳
半
児
八
七
％
（全
国
平
均
五
五

。
一
％
）
、

学
童
九
八

・
九
四
％

（全
国
平
均
九
〇

・

三
四
％
）
で
、
全
国
平
均
や
郡
内

（下
か

健 康
チエック

(色 見)4・ 8生

中山 大輔ちゃん

(L色 見)4・ 14生

松尾 盛宏ちゃん

(高森)4・ 15生

甲斐 朱音ちゃん

(色見)4・ 22生
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月《
四 ご

日 )
|キ く
1`メ ″

虫 ヽ

歯《
予《

す
あ

(住所) (遺 族) (死 亡者)(年 齢)

森 梅 呑 苑 後藤大太郎 86
色 見 緒

う

':18:喜

|こ
(敬称略

/山村 修司 高 森 ・上 町

阿`南みつ代 水野原 ,岩神

/阿南平一郎 水野原・岩神

後`藤千代子 白 水  村

/暑下 和正 高 森 ・昭 和

安`方みゆき 色 見 。中 園

●   ●
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もうしあげます
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４

年
を

か 虫 な を°
歯 ら す
は ｀

れ
減 ど ば

と ら ん 良
な な い

て い |

も
自

か

,冒、

識

の 知 ら
で 識 と

分 は を い
の な 持 う く 自
歯 い つ
で で て

て 分
も の

方善次郎 緒方チ

代ハナエ Fl代

リカ 79 お し い で 入 歯
い よ て い れ が
し う も る 歯 な

浅義 85

〈
■

旧

下

庄

本

岩

古

原

兄

ロ

河

色

芹

初雄 本田ムツエ 81
朝問 岩下チヨ子 71
文義 古Fハ ツ子 86

/1ヽ /1ヽ /1ヽ ′■ヽ /1ミ /1ヽ /1ヽ

■

ありがとうございました (′り文称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉西川慶喜、緒方善次郎、

本田初雄、だ1下雄二、甲斐四喜男、野

尻誓道

〈病気見舞返礼〉 古庄末幸

▲ホームランメロンの収穫
(草部・社倉の穴見春雄さんのハウス)
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一
編

集

後

記

一

▼
先
月
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
さ

ん
を
同
行
取
材
し
、
そ
の

一
日
を

追
っ
て
見
た
。
お
年
寄
り
の
暮
ら

し
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
少
し
甘

＜
者
え
て
い
た
の
で
は
な
い
が
、

そ
ん
な
気
が
し
た
取
材
だ
っ
た
。

ヘ
ル
バ
ー
さ
ん
の
精
神
力
の
強
さ

と
、
お
年
寄
り
の
生
き
よ
う
と
す

る
意
欲
、
そ
し
て
、
お
互
い
の
信

頼
関
係
で
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
た

絆
。
こ
れ
が
切
っ
て
も
切
ね
な
い

人
間
関
係
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

▼
本
町
も
、
高
齢
化
の
先
進
地
。

県
よ
り
さ
ら
に
十
年
早
＜
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
皆
さ
ん

も
、
い
か
に
余
生
を
豊
か
に
暮
ら

す
が
、
△フ
一
度
者
え
て
み
ま
せ
ん

が
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
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」豊 の 灯

ら
二
番
目
）
と
比
較
し
て
見
て
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
全
部
の
歯
が
虫
歯

に
な

っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し

よ
う
。

単
に
虫
歯
予
防
の
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
本
人
が
虫
歯
に
対
し
て
ど

う
い
う
意
識
を
持

っ
て
い
る
か
で
変
わ

っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
乳
歯
は
ど
う
せ
生

■
・̈懇

―

１

１

●
．　
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●
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吻
壁霊
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保健婦さんの



お 知

るな
い

Ｊ

〓

ヘルバーの左から下田さん、

片山さん、林さんの 3人

シリーズ

覺 しれ鶴 痰

鐵 あ 饉 籐

鬱 鳳 爾 ぬ

會 鉤薇 薇

卵
を
使

っ
た
料
理
を
さ
れ
る
家

庭
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
卵
の

保
存
方
法
や
、
鮮
度
の
見
分
け
方

な
ど
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

卵
の
置
き
方
な
ん
て
、
ど
う
置

い
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
、
卵
は
生
き
て
い

て
、
呼
吸
を
し
て
い
る
の
で
、
置

き
方

一
つ
で
卵
の
鮮
度
の
も
ち
が

大
分
違

っ
て
き
ま
す
。

卵
に
は

「気
室
」
と
呼
ば
れ
る

空
気
の
部
屋
が
あ
り
、
こ
の
部
屋

を
通
し
て
、
外
界
と
呼
吸
し
て
い

ま
す
か
ら
こ
の
部
分
を
下
に
し
て

置
い
て
し
ま
う
と
、
卵
は
い
わ
ゆ

る

″
呼
吸
困
難
″
に
陥
り
、
鮮
度

が
早
く
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

不
安
定
で
も
、
卵
の
先
の
と
が

つ
た
ほ
う
を
下
に
置
く
よ
う
に
し

て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

古
い
か
新
し
い
か
は
、
外
見
か

ら
で
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す

ゆ
で
卵
と
生
卵
も
見
分
け
が

つ

き
に
く
い
も
の
で
す
が
、
横
向
き

に
し
て
ク
ル
ク
ル
回
す
と
よ
く
回

る
の
が
ゆ
で
卵
。
ゆ
で
卵
は
重
心

が
安
定
し
て
い
る
か
ら
よ
く
回
り

ま
す
が
、
生
卵
は
不
安
定
で
、
す

ぐ
に
動
き
が
止
ま

っ
て
し
ま
い
ま

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
角
に
ぶ
つ
け
る
よ
り

は
、
ま
な
板
な
ど
の
平
面
に
コ
ツ

コ
ツ
と
当
て
て
割
る
ほ
う
が
、
き

れ
い
に
ひ
び
が
入
り
、
内
側
の
薄

い
膜
が
残
る
の
で
、
そ
こ
を
静
か

に
割
れ
ば
、
殻
の
破
片
が
入
る
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
　

切

保
イ子
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ここ
す
る

が
、
卵
は
古
く
な
る
と
水
分
が
蒸

発
し
、
比
重
が
軽
く
な
り
ま
す
。

一
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
小
さ
じ

一
杯

の
塩
を
加
え
、
薄
い
塩
水
を
つ
く

り
、
こ
の
な
か
に
卵
を
入
れ
、
浮

い
て
く
る
の
が
古
い
卵
で
沈
め
ば

新
し
い
卵
で
す
。

す
。卵

を
割
る
の
に
は
中
や
ト
ツ
が
あ

り
ま
す
。
ま
な
板
や
茶
碗
の
角
に

ぶ
つ
け
て
割
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
こ
う
す
る
と
ク
シ
ャ
と
割

れ
て
、
細
か
い
殻
が
入
っ
た
り
、

黄
身
を
出
す
と
き
に
壊
れ
た
り
し

工
　
藤

徳

義

さ

ん

間

町

『　
鸞
番

こ
れ
ま
で
例
を
見
な
い
よ
う
な
早
い
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
人
□
の
高

齢
化
。
特
に
熊
本
県
は
国
よ
り
も
十
年
早
＜
、
県
民
の
六

。
九
人
に

一
人

が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
。
そ
れ
と
共
に
寝
た
き
り
や

一
人
暮
ら
し
の

あ
年
寄
り
も
切
実
な
問
題
で
す
。
こ
う
い
っ
た
あ
年
寄
り
と
身
近
に
接
し

て
い
る
の
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー

（家
庭
奉
仕
員
）
で
す
。
現
在
、
片
山
フ

ジ
エ
さ
ん
、
下
田
き
み
よ
さ
ん
、
林
す
ま
子
さ
ん
の
三
人
は
、　
そ
れ
ぞ
れ

の
受
け
持
ち
を
週
二
か
ら
三
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ヘ
ル
バ
ー

の
仕
事
を
通
し
、
お
年
寄
り
の
生
活
を
考
え
て
見
ま
し
よ
う
。

●   ●

●   ●

一 今、 いちばん関心 のあること

農業ですね。特に今は花栽培に関心が

あります。昨年、中核農家を育てるため、

花井研究会を発足しましたが、今年はそ

の実績をあげたいと皆で頑張っています。

一 町づ くりに望む こと

「高森ってすごく景観が良いですね」

と他町村の人から言われると、すごく嬉

しくなります。過疎化、若者の流出など

多くの問題があると思いますが、この景

観だけは大切にしてほしいと思います。

C>

ス トレッチャーにのせ特浴に向かうヘルバーさん。高齢化社会を迎える中で、

ホームヘルパーの存在はますます増大する。 (高森・津留の津留厚さん宅)

卵
ア
ラ
カ
ル
ト

■勤務先 :高森町農協

■趣味 :ス ポーツなら何でもOK
■血液型 :活動的なA型

今月の表紙
今
年
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
メ
ロ
ン

の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

味
、
品
質
と
も
評
価
の
高
い

本
町
の
メ
ロ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

が
最
盛
期
。
高
森
、
野
尻
両
農

協
で
は
、
二
十
九
戸
の
農
家
で

九

・
三
ｈａ
が
作
付
さ
れ
て
お
り
、

約

一
億
五
千
万
円
の
出
荷
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

ｎ
＝

前

後

午

午
は

ら

で

療

か
ま

診

時

時

６
月
‐６
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

６
月
２３
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

６
月
３０
日
　
渡
　
辺
　
医
　
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

７
月
７
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

７
月
１４
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

(2)
(15)
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ホ
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ヘ
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ジ

エ
さ
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下
田
き
み
よ
さ
ん

林
　
す
ま
子
さ
ん

亀 一
沖
―

一
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ら せ

年

　

金

自
　
衛
　
官

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
６
月
２４
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
２
階

。
第

一

会
議
室

高
校
三
年
生
の
皆
さ
ん
、
７
月

１
日
か
ら
自
衛
官
募
集
が
始
ま
り

ま
す
。

一
、
二
等
陸

・
海

・
空
士

（男
子

。
女
子
）

一
、
曹
候
補
士

（男
子

。
女
子
）

一
、　
一
般
曹
候
補
学
生

（男
子
）

一
、
航
空
学
生

（パ
イ

ロ
ッ
ト

コ

ー
ス

。
男
子
）

一
、
看
護
学
生

（女
子
）

一
、
防
衛
大
学
校
学
生

（男
子

・

女
子
）

一
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

（男

子

。
女
子
）

特
別
職
の
国
家
公
務
員
と
し
て

技
術
を
身
に
つ
け
、
安
定
し
て
働

け
る
職
場
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
企
画
課

自
衛
隊
係

（
雷
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
ま

た
は
自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
阿

蘇
募
集
事
務
所

（
８
０
９
６
７

・

３
４

・
０
３
４
８
）
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
第
二
回
熊

本
県
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ

。
文
化
の

集

い
が
開
か
れ
ま
す
が
、

１０
月
３０

日
か
ら
Ｈ
月
４
日
ま
で
鶴
屋
百
貨

店
６
階
特
設
会
場
で
開
か
れ
る
シ

ル
バ
ー
作
品
展
の
作
品
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
種
目
／
絵
画
、
写
真
、
書
、
彫

刻

。
彫
塑
、
工
芸

■
資
格
／
６０
歳
以
上

（昭
和
７
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
申
込
締
切
／
６
月
３０
日

■
申
込
先
／
県
高
齢
者
対
策
室
。

な
お
参
加
申
込
用
紙
は
、
役
場
福

祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
詳

し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
係
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
（
容
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

県
で
は
、
次
の
要
領
で
大
学
卒

業
者

（見
込
み
を
含
む
）
を
対
象

と
し
た
警
察
官
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
受
験
資
格
／
昭
和
３９
年
４
月
２

日
か
ら
同
４５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子

（４
年
制
大
学
卒

業
者
、
ま
た
は
４
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
方
に
限
り
ま
す
）

■
受
付
の
締
切
り
／
６
月
２０
日

■
第

一
次
試
験
／
７
月
２８
日
（日
）

熊
本
市
で
行
い
ま
す
。

■
試
験
の
方
法
／
共
同
試
験
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、
熊
本
県
を
は

じ
め
、
警
視
庁
、
神
奈
川
、
愛
知
、

滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福

岡
県
の
十
都
府
県
の
う
ち
か
ら
希

望
す
る
三
都
府
県
を
同
時
に
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、県
警

察
本
部
警
務
課
人
事
係
（
一
〇
９
６

・
３
８
４

・
４
１
１
１
）
、ま
た
は

高
森
警
察
署

へ
（
圏
②
０
５
１
１
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

ス
ポ
レ
ク
が
や
つ
て
く
る
！

第
４
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

・

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
１１

月
９
日
か
ら
１２
日
ま
で
本
県

で
開
か
れ
ま
す
。

生
涯
自
分
の
歯
で
も
の
を
食
ベ

ら
れ
る
丈
夫
な
歯
づ
く
り
及
び
、

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

次
の
と
お
り
虫
歯
予
防
教
室
を
開

き
ま
す
。
多
数
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
期
　
日
／
７
月
２

・
９

・
１６
日

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
受
講
対
象
者
／
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
及
び

一
般
の
方

■
申
込
締
切
／
６
月
２０
日

■
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
福
祉
課
保
健
衛
生
係

（
盆
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

・
内
線
１
５
２
）

高
森
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
で
は
、
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
経
験
の
あ
る

方
、
ま
た
、
今
か
ら
始
め
て

み
た
い
方
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
Ａ
＆
Ｓ
　
住
吉

圏
②
ｌ
９
３
６

●   ●

●   ●

信
頼
さ
れ
る

ヘ
ル
バ
ー
と
し
て

五
月
十
六
日
、
片
山
フ
ジ

エ
さ
ん
が
訪

れ
た
の
は
永
野
原

・
岩
神
の
阿
南
ツ
ヤ
子

さ
ん

（八
三
歳
）
の
お
宅
。
時
間
は
午
前

八
時
四
十
分
。

阿
南
さ
ん
は
、
小
学
校
の
と
き
か
ら
目

が
不
自
由
で
、
十
四
年
前
に
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
て
か
ら

一
人
暮
ら
し
、
昭
和
二
十

五
年
に
脳
卒
中
で
倒
れ
、
二
年
間
入
院
生
活

を
送

っ
た
。
そ
の
後
は
日
と
足
が
不
自
由

で
五
十
八
年
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受

とすまてしこう

　
。

よ

り

う

切

ら

メ

も

ツ

て

ら
つ
が

や
な

ヽ
―
）

は

を

と

話

こ

は

る

日

キ
Ｃ
〈
”

で
　
。

の

ん

分

さ

自

山

ｒ
，　
」「

け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

片
山
さ
ん
の
仕

事
は
、
炊
事

。
洗

濯
以
外
の
掃
除
（部

屋
、
風
呂
、
ト
イ

レ
）
、
買
い
物
な
ど

の
ほ
か
、
身
の
回

り
の
世
話
を
す
る

こ
と
。
「気
力
が
大

切
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
は
や

っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
ご
と
片

山
さ
ん
。
こ
の
日

は
掃
除
を
済
ま
せ
た
後
、
話
し
相
手
を
し

な
が
ら
爪
切
り
で
す
。
阿
南
さ
ん
は
、
人

と
話
し
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
。
片
山
さ

ん
の
訪
れ
る
の
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
く
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

来
ら
れ
る
日
は
朝
早
く
起
き
て
首
を
長
く

し
て
待

っ
と
り
ま
す
。
今
は
う
れ
し
い
ば

か
り
、
百
ま
で
長
生
き
で
き
そ
う
で
す
」

と
阿
南
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

片
山
さ
ん
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事

に
つ
い
た
の
は
昭
和
五
十
七
年
二
月
。
五

十
六
年
に
体
を
悪
く
し
、
自
宅
で
静
養
し

て
い
た
時
、
県
事
務
所
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
を
や

っ
て
み
な
い
か
と
話
し
が
あ

っ

た
。
病
院
の
看
護
助
手
を
し
た
い
と
思

っ

て
い
た
片
山
さ
ん
は

「本
当
に
や

っ
て
い

け
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
」
と

話
す
。

手
探
り
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た

ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
の
仕
事
は
、
五
十
八
年
、　
一
人

の
お
年
寄
り
と
の
出
会
い
で
始
ま

っ
た
。

当
時
は
、
ま
だ

ヘ
ル
パ
ー
を
知
ら
な
い
方

が
多
く
、
仕
事
を
認
め
て
も
ら
え
る
の
は

何
時
の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
必
死

に
頑
張

っ
た
と
い
う
。
現
在
は
十
人
の
訪

問
家
庭
を
受
け
持
ち
、
信
頼
さ
れ
る

ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
毎
日
家
庭
を
訪
問
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
「高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
こ

れ
か
ら
は
行
政
や
地
域
の
方
と
の
連
携
が

大
切
で
は
、
そ
し
て
、
若
い
人
が
残
れ
る

地
域
社
会
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
片

山
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十
二
日
は
午
前
九
時
か
ら
高
森

・
津

留
の
津
留
厚
さ
ん

（九
二
歳
）
と
、
同
じ

く
下
町
の
馬
原
文
夫
さ
ん

（五
八
歳
）
の

週
に

一
度
の
特
殊
入
浴
の
日
。
片
山
さ
ん

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
森
事
務
局
長
に

同
行
し
、
梅
香
苑
の

「は
な
し
の
ぶ
号
」

に
乗
車
、
同
苑
の
特
殊
浴
場

へ
と
二
人
を

連
れ
て
向
か
う
。今
日
も
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
二
人
の
入
浴
の
介
助
に
懸
命
で
し
た
。

募 集

自 森 女 子

ソフトボール

ク ラ フ

(14)(3)

ご存 じですか

人権擁護委員制度
6月 1日 は人権擁護委員法が施

行された 日です。全国人権擁護委

員連合会では、この日を 「人権擁

護委員の日」 と定め人権思想の普
及啓発に務めることにしています。

私たちの町には町長から推薦 さ

れて、法務大臣の委嘱を受けた人

権擁護委員の方がおられます。相
談は無料で、秘密は固く守 られ ま

す。お気軽にご相談ください。

氏 名 住   所 TEL
飯星元二 高森 1363 2-0669

工藤忠義 永野原442-5 4-0020

岩下敬公 色 見 2652 2-1316

馬原清二 津留693 5-0003

7月 1日 現在で

調査 します。
調査員がそれぞれの事業所に伺い

ます。調査票の記入に、ご協力 く

ださい。

事業所続計調査
商業続計調査

平成 3年 7月 1日
総務庁 。通商産業省 熊本県

シ
ル
バ
ー
作
品
展

警
察
官

（大
学
卒
）

虫
歯
予
防
教
室
受
講
生

派
遣
サ
ー
ビ

ば
ｒ
お
年
寄
り
の
日
常
生

|こ

上

で
サ
ー

ビ
ス
の
程
度
が
決
め
ら

れ

・ま
す
。

き
・届

か
な

か

っ
た

り

の
で
す

。

ま

し

て
、

べ
き
家

族

の
世

話

が

の
努
力
を
し
て
も
行

す
る
こ
と
が
あ
る
も

―
ム
ヘ

家
族
が
精

一

__ユ…
′l｀

お
年
寄
り
の
世

話

ル
ま

、

。
ヽ
、′ス

と
は

杯

入

浴

・

洗

濯

・

お
年
寄
り
が

れ
ま
す
。

具
体
的
な
・

人
な
ど

サ
ト
ビ

ス
は

ね
た
き
り

排
泄

相

談

・

す

。
調
理

・ 老

6/17日 (月 )25日 (火 )7/5日 (金)時間 9時～15時

●

　

一●

募 ‐集

〓
〓
・―

■
〓
壼

鬱
Ｐ
□
｀ヽ

洟□颯陪蜃



喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が

何
よ
り
う
れ
し
い

五
月
十
七
日
、
午
前
九
時
十
分
、
林
さ

ん
が
訪
ね
た
の
は
高
森

・
森
の
阿
部
馨
さ

ん

（七
八
歳
）
の
お
宅
で
す
。

阿
部
さ
ん
も
二
年
前
に
奥
さ
ん
が
亡
く

な
ら
れ
て

一
人
暮
ら
し
。
血
圧
が
高
い
こ

と
と
神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
の
生
活

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
元
年
の
二
月
か
ら

電
動
車
椅
子
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
最
近

で
は
耳
が
不
自
由
に
な
り
、
補
聴
器
を
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

e翁 惨齢 機磯購鬱

●

1年

甲斐 静江 さん

題「春の根子岳」
(水彩画)

3年

下田 敏文 くん

題「大 志」
(習字)

い
る
こ
と
は
ま

っ

た
く
知
ら
な
か

っ

た
、
と
い
う
阿
部

さ
ん
は
、
駐
在
員

さ
ん
や
民
生
委
員

さ
ん
の
勧
め
を
受

け
て
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

林
さ
ん
が
阿
部

さ
ん
方
を
訪
問
す

る
の
は
火
曜
日
と

金
曜
日
の
二
回
。

こ
こ
で
の
仕
事
は
、

昼
食
を
作
る
こ
と

が
主
で
す
。
こ
の
日
は
、
阿
部
さ
ん
方
に

着
く
と
、
掃
除
、
洗
濯
、
布
団
干
し
を
し

た
後
、
買
い
物
を
し
て
昼
食
の
準
備
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。
今
日
の
献
立
は
味
噌

汁
と
煮
付
け
、
そ
れ
に
酢
の
物
。
ま
た
お

や

つ
に
、
レ
ー
ズ

ン
と
黒
砂
糖
入
り
の
焼

き
パ
ン
。
「栄
養
が
か
た
よ
ら
な
い
料
理
を

作

っ
て
も
ら
う
の
で
た
い
へ
ん
助
か

っ
て

い
ま
す
」
と
阿
部
さ
ん
。
阿
部
さ
ん
が
訪

問
を
う
け
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
元
年
の

五
月
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
阿
部
さ
ん
は
初
め

て
の
こ
と
。
林
さ
ん
も
ま
だ
こ
の
仕
事
を

始
め
て

一
か
月
あ
ま
り
で
し
た
。

「
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な

一
年

つ
た
の
は
、
知
人
か
ら
の
誘
い
が
あ

っ
た

か
ら
。
不
安
の
中
で
自
分
も
両
親
が
い
る

の
で
き

っ
と
役
に
立
つ
時
が
く
る
は
ず
と

思
い
決
意
し
た
」
と
林
さ
ん
。
農
家
で
あ

る
こ
と
か
ら
、朝
夕
は
農
業
の
仕
事
を
し
、

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
講
習
会
や
、
施
設
で

の
実
習
を
受
け
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
最
初
は
、
や
は
り
他
人
の
家
に
入
る

の
に
た
め
ら
い
が
あ

っ
た
と
い
う
林
さ
ん

は
、　
つ
い
二
か
月
前
、
最
初
の
訪
問
家
庭

で
あ

っ
た

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
の

別
れ
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
息
子
さ
ん
の
と

こ
ろ

へ
の
引

つ
越
し
で
し
た
。
林
さ
ん
に

美術担当の田中文朗先生から……阿蘇の大

自然の雄大さと美しさをよ<表しています。

花、出、空と一体となつて調不0のとれたバラ

ンス良い作品です。

●   ●

■人ロピラミッド

●   ●
〔男〕 4,091人

「食べたいものを聞きながら、栄養バランスを考えて作つています」

と、食事の世話をする林さん。

341人

367人

324人

一　
国
語
担
当
の
仲
田
泰
博
先
生
か
ら
…
…

一
年
生
ら

一

一
し
く
、
大
き
＜
伸
び
伸
び
と
書
け
て
い
ま
す
。
バ
ラ

一

一
ン
ス
も
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

むヽ

(総数 8,481人 )

平成3年 5月 1日 現在

〔女〕 4,390人

75^
I sz,,r.

184人

226人

329人

265人

288人

248人

221人

190人

226人

290人

252人

214人

4人

11人

35人

95～ 99

90～ 94

85～ 89

80～ 84

75～ 79

70～ 74

65～ 69

60～ 64

55～ 59

50～ 54

45～ 49

40～ 44

35～ 39

30～ 34

25～ 29

20^ 24

15～ 19

10～ 14

5～ 9

0～ 4

27人

]34人

（阿
蘇
御
神
火
会
）

こ
っ
ぱ
げ
て
　
ど
こ
辺
ま
で
が
顔
だ
ろ
か

こ
ら
え
こ
な
さ
ん
　
叩
き
割
ら
し
た
ガ
ラ
ス
窓

ど
う
せ
死
ぬ
つ
と
　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
が
何
て
か
い
た

新
転
地
　
夢
も
太
ま
る

ロ
グ

ハ
ウ
ス

ど
う
せ
死
ぬ

っ
と
　
ゆ
る
っ
と
遺
産
待
と
う
ば
な

こ
ら
え
こ
な
さ
ん
　
虫
歯
と
呼
ば
す
救
急
車

こ
っ
ぱ
げ
て
　
蝿
も
た
ま
ら
ず
滑
っ
と
る

近
く
で
見
れ
ば
　
ヒ
ロ
イ
ン
な
も
う
無
理
だ
ろ
か

先
着
順
　
丁
度
私
で
売
り
切
れ
た

雨
止
み
し
若
葉
の
雫
髪
に
ふ
れ

病
室
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
な
り
し
薔
薇

道
の
辺
の
無
縁
墓
と
も
花
大
根

幼
な
手
に
摘
み
草
溢
れ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

茶
摘
み
済
み
句
会
に
は
べ
る
倖
を

退
院
の
早
や
夏
服
と
変
り
居
り

そ
れ
ら
し
き
夜
釣
り
の
あ
と
の
残
り
い
し

空
港

へ
直
ぐ
な
る
道
や
陽
炎
え
る

宵
闇
を
ゆ
る
が
す
ご
と
く
か
わ
ず
鳴
く

話
題
豊
富
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
の
五
月
場
所

菖
蒲
湯
や
離
れ
し
子
等
の
事
思
う

俳

　

　

句

（菜
の
花
句
会
）

346人

323人

287人

280人

247人

224

299人

269人

236人

225人

270人

177

318

164人

―

′

′

′

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

堀
田
　
蘇
仙

岡
本
　
琴
司

熊
川
　
豊
泉

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

山
村
　
文
子

桐
原
　
寿
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

楢
木
野
瑳
紀
子

馬
原
　
要
子
　
Ｄ

岩
下
　
扶
美

0  100   200   300  400400   300   200   100  0

靱
(4)

6人

と

っ
て
大
変
寂
し
い
出
来
ご
と
で
し
た
が
、

元
気
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
だ
け
を
祈

っ
た

ル
」
い
”り
。

林
さ
ん
の
受
持
つ
訪
問
家
庭
は
九
世
帯
。

「少
し
で
も
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
に
な

る
こ
と
、
そ
し
て
喜
ん
で
も
ら
え
る

ヘ
ル

パ
ー
に
な
り
た
い
」
と
毎
日
町
内
の
家
庭

を
駆
け
回

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
に
週
二
回
は
片
山
さ
ん
と
出

向
く
ほ
か
、
火
曜
と
金
曜
日
の
二
回
、
午

後
四
時
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お

ら
れ
る
二
十
人
の
家
庭
に
出
来
立
て
の
弁

当
を
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。

肥

後
．狂

句
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自
分
の
家
族
と

気
持
ち
は
同
じ
な
ん
で
す

下
田
さ
ん
が
訪
ね
た
の
は
、
上
色
見

・

洗
川
の
後
藤
ア
キ

エ
さ
ん

（九
二
歳
）
の

お
宅
。

五
月
十
七
日
、
午
後

一
時
五
十
分
。
下

田
さ
ん
は
着
く
と
直
ぐ
に
、
ア
キ

エ
さ
ん

の
顔
色
を
見
に
部
屋

へ
。
「ど
ぎ
や
ん
ね
、

今
日
の
調
子
は
？
」
と
声
を
か
け
る
。

後
藤
さ
ん
の
家
庭
は
六
人
家
族
。
ア
キ

エ
さ
ん
は
、
家
族
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
四

年
前
か
ら
寝
た
き
り
の
生
活
が
続
い
て
い

ま
す
。
「次
男
の
結
婚
式
の
時
、寝
た
き
り
の

母
を
お
い
て
行
け
ず
心
配
し
た
。
こ
の
時
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
。人
の
あ
り
が

た
さ
が
身
に
し
み
て
分
か
り
ま
し
た
」
と
嫁

の
イ
ツ
さ
ん
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

下
田
さ
ん
の
仕
事
は
、
週
三
回

（月

・

水

・
金
）
の
清
拭

（せ
い
し
き
）
。
全
身
を

き
れ
い
に
拭
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
元

年
九
月
、
下
田
さ
ん
が
初
め
て
訪
れ
た
時
、

後
藤
さ
ん
は
床
ず
れ
が
ひ
ど
く
、
イ
ツ
さ

ん
は
二
十
四
時
間
体
制
の
介
助
に
疲
れ
気

味
で
し
た
。
し
か
し
、
ア
キ
エ
さ
ん
の
床

の分自ま庭家問訪んさ田下るす
　
ｏ

を

す

拭

話

清

と

に

Ｊ

緒

す
一　
で

と

じ

ん

同

さ

と

ツ

族

イ

家

ず
れ
は
イ
ツ
さ

ん
と
下
田
さ
ん

の
懸
命
の
介
助

で
、
五
か
所
あ

つ
た
も
の
が
今

で
は

一
か
所
に

な
り
順
調
な
回

復
を
示
し
て
い

ま
す
。
「
い
ろ
ん

な
こ
と
を
試
み

ま
し
た
が
、
直

っ
て
本
当
に
良

か

っ
た
。
人
の

気
持
ち
は
医
者

よ
り
効
き
ま
す

ね
、
と
い
わ
れ
た
病
院
の
先
生
の
言
葉
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
イ
ツ
さ
ん
は
し
み

じ
み
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
手
の
勘
で
温
度

を
見
な
が
ら
全
身
を
タ
オ
ル
で
蒸
し
た
あ

と
、
拭
き
あ
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
着
替

え
、
シ
ー
ツ
の
取
替
え
と
進
む
。
時
間
は

三
時
間
を
超
え
る
。
下
田
さ
ん
が
帰
路
に

つ
い
た
の
は
五
時
を
回
っ
て
い
た
。

五
十
九
年
四
月
、
こ
の
仕
事
に
就
い
た

下
田
さ
ん
は
、
保
健
婦
さ
ん
の
指
導
で
訪

間
を
始
め
た
。　
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
仕
事

は
あ
る
程
度
予
備
知
識
が
あ

っ
た
の
で
あ

ま
り
抵
抗
は
な
か

っ
た
と
い
う
。
「寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
が
ベ
ッ
ド
を
伝
い
歩
き
す

る
よ
う
に
な

っ
た
時
が

一
番
う
れ
し
か

っ

た
」
と
下
田
さ
ん
。
い
ろ
ん
な
ハ
プ

ニ
ン

グ
も
あ

つ
た
。
そ
し
て
、
緊
急
の
事
態
に

は
夜
昼
な
く
走
り
回
る
こ
と
も
あ

つ
た
。

「
い
つ
も
始
ま
り
」
と
言
う
こ
と
を
忘

れ
ず
、
自
分
の
家
族
と
同
じ
気
持
ち
で
訪

問
者
と
接
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
る
下
田
さ
ん
は
、
「た
だ
い

ま
、
行

っ
て
き
ま
す
」
と
言
葉
を
掛
け
て

お
年
寄
り
を
安
心
さ
せ
て
い
る
。

「高
齢
化
社
会
の
到
来
で
、
そ
の
要
望

に
即
応
で
き
る
体
制
、
そ
し
て
安
心
し
て

自
分
の
家
で
暮
ら
せ
る
体
制
が
必
要
で
は
」

と
話
す
下
田
さ
ん
。
今
日
も
訪
問
家
庭
で

の
仕
事
が
続
く
。

「
元
気
で
す
か
」
と

一
声
か
け
て
く
だ
さ
い

今
年
五
月

一
日
現
在
の
町
の
人
口
は

八
千
四
百
八
十

一
人
。内
お
年
寄
り
（六

十
五
歳
以
上
）
の
人
口
は
千
五
百
九
十

五
人
で
、　
一
九
％
に
あ
た
り
五

・
二
人

に

一
人
が
お
年
寄
り
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
男
性
は
六
百
五
十

一
人
、
女
性
は
九
百
四
十
四
人
と
女
性

が
圧
倒
的
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、　
一
人
暮
ら
し
が
百
六
十
二
人
、
寝

た
き
り
の
人
が
二
十
九
人
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
の

た
め
に
家
庭
奉
仕
員
や
保
健
婦
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
中
心
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「梅

香
苑
」
の
特
殊
浴
場
を
利
用
し
た
入
浴

サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行

つ
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
と
な
る
三

十
五
年
後

（
二
〇
二
五
年
）
頃
に
は
、

四
人
に

一
人
が
高
齢
者
に
な
る
だ
ろ
う

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
は
、
話
相
手
を
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
「元
気
で
す
か
」
と
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

高
森
町
青
年
団
長
　
一亦

地
域
青
年
の
り
―
ダ
ー
と
な
る

人
材
の
育
成
と
町
民
音
楽
祭
の

参
加
、青
少
年
育
成
キ
ヤ
ン
プ
、

老
人
ホ
ー
ム
慰
間
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
密
着
し
た
活
動
を

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
町
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
は
、
我
々
青
年
団
が
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か

を
も

つ
と
知

っ
て
ほ
し
い
し
、

私
た
ち
は
社
会
人
と
し
て
ま
だ

未
熟
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

星

直

光

削
部．
長
「́

本
田
清
二
、
〈文
化
部
長
）
工
藤

徳
義
、
〈同
次
長
）
中
村
幸
司
、

〈
レ
ク

・
広
報
部
長
〉
工
藤
直

幸
、
（同
次
長
）
相
馬
俊
樹
、
〈女

子
部
長
）
富
永
春
美
ズ
同
次
長
）

後
藤
美
香

今
年
度
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で

一
致
団
結
し
て
地
域
青
年
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

も

つ
と
団
員
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

な
る

一
方
で
す
。
青
年
団
で
も

団
員
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と

な
り
、
活
動
の
弱
体
化
に
つ
な

が

っ
て
い
ま
す
。

■
Ｑ
　
ど
ん
な
青
年
団
を
目
指

し
た
い
で
す
か
。

■
Ａ
　
私
た
ち
青
年
団
は
仲
間

づ
く
り
の
で
き
る
場
を
作
り
、

暖
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
立
派
な
人
間
に
な
る

よ
う
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
Ｑ
　
今
年
度
の
役
員
は
。

■
Ａ
　
（団
長
〉
赤
星
直
光
ズ
副

団
長
）
住
吉
博
信
、
甲
斐
よ
し

え
、
〈総
務
部
長
〉
本
田
秀
雄
、

〈事
務
局

長
）
後
藤

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。

■
Ａ
　
激
し
く
変
動
す
る
世
界

の
中
で
数
多
く
あ
る
問
題
に
、

今
私
た
ち
青
年
団
は
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
大
都
市

へ
の
人
口
流
出
に

よ
る
問
題
で
後
継
者
が
少
な
く

今
年
新
し
く
青
年

団
長
に
な

っ
た
赤
星

直
光
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

■
Ｑ
　
団
員
数
は

■
Ａ
　
４２
人

■
Ｑ
　
青
年
団
の
切

実
な
悩
み
や
問
題
点

力
′ ソ ル&Ci 鮨腱

J

t′｀
し

■
代
表
者

本
田
生

一
（
圏
②
ｌ
４
１
９
）

■
会
員
数
　
　
　
　
３
６
０
人

■
私
た
ち
の
取
組
み

町
内
最
大
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
振
興
及

び
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図

り
、
明
朗
で
礼
儀
正
し
い
町
民

の
育
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

毎
年
二
月
の
連
体
明
け
の
早

起
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
球

春
を
迎
え
、
四
つ
の
大
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

■
モ
ッ
ト
ー

一
人
の
技
よ
リ
チ
ー
ム
の
和

■
抱
負

最
近
で
は
若
者
の
ソ
フ
ト
離

れ
も
顕
著
に
な
り
、
最
盛
時
に

は
登
録
四
十
二
チ
ー
ム
、
会
員

数
六
百
人
を
誇
っ
た
本
会
も
年
々

チ
ー
ム
数
の
減
少
に
頭
を
痛
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
か

ら
選
抜
し
た

「オ
ー
ル
高
森
」

は
郡
で
は
敵
な
し
、
他
町
村
に

比
べ
て
頭

一
つ
抜
け
た
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
郡

・
県
の
中
心

的
存
在
に
な
り
た
い
。

一
人
の
技
よ
リ
チ
ー
ム
の
和

(12)(5)
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議会だより樋里

余
生

を

い
か
に

豊
か
に
お
＜
る
か

社
会

へ
の
変
化
に
対
応
し
、
人

生
八
〇
年
時
代
を
充
実
し
た
も
の

に
し
よ
う
と
、
町
で
は
高
齢
者
学

級
を
開
い
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
四
日
、
農
協
草
北
支

所
で
開
か
れ
た
草
部
北
部
教
室
の

開
講
式
に
は
、
受
講
生
十
五
人
が

参
加
。
町
社
会
教
育
主
事
の
秋
山

清
二
さ
ん
が
、
生
涯
学
習
の
重
要

性
に
つ
い
て
講
話
。
「余
生
を
い
か

に
豊
か
に
お
く
る
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
な
問
題
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
受
講
生
は
二

百
十
二
人
、
十

一
月
ま
で
八
回
に

わ
た
り
四
つ
の
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
す
。

南
回
薔
セ
ミ
ナ
ー
が
開
請

議
長
に
本
田
嘉
達
氏

副
議
長
に
瀬
井
常
助
氏

選挙後、初めて行われた臨時議会

常任委員会委員

●   ●

●   ●

″南
阿
蘇
は

一
つ
″
を
テ
ー
マ
に
二
月
十

七
日
、
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同
開
講
式
が

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
阿
蘇
南
部
六
カ
町
村
の
教
育
委
員

会
が
、
地
域
の
特
性
を
見
つ
め
直
し
今
後
に

役
立
て
よ
う
と
昭
和
五
十
九
年
か
ら
開
い
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
八
回
目
。

式
に
は
各
町
村
の
受
講
生
な
ど
約
二
百
人

が
参
加
、
ま
ず
長
陽
村
の
野
田
教
育
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
本
町

の
今
村
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
あ

と
、
作
花
県
社
会
教
育
課
長
が
来
賓
と
し
て

五
月
九
日
、
選
挙
後
初
め
て
の

町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
町
議

会
議
長
に
本
田
嘉
達
氏
、
副
議
長

に
瀬
井
常
助
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

初
議
会
は
、
今
村
町
長
の
あ
い

さ

つ
に
続
き
収
入
役
以
下
管
理
職

な
ど
の
自
己
紹
介
の
後
、
最
年
長

議
員
の
瀬
井
常
助
氏
が
臨
時
議
長

を
務
め
午
前
十
時
か
ら
開
会
、
議

長
、
副
議
長
の
選
出
に
入
り
ま
し

た
。
長
時
間
の
審
議
の
結
果
、
指

名
推
薦
に
よ
り
議
長
に
本
田
嘉
達

氏
を
、
副
議
長
に
瀬
井
常
助
氏
を

そ
れ
ぞ
れ
選
出
。
さ
ら
に
議
会
の

各
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
特
別
委

員
会
の
委
員
も
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
に
甲
斐
裁
氏

を
選
任
し
た
ほ
か
、
七
議
案
を
原

案
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
佐
藤
徹
氏
を
選
任

本
町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
森
口
敏
生
氏
は
、
五

月
十

一
日
を
も

つ
て
任
期
が
満
了

し
た
た
め
、
佐
藤
徹
氏
が
議
会
の

同
意
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
大
字
高
森

一
三
六

一
番
地
。
昭
和
三
年
十
二
月
十
四
　
Ｇ

日
生
れ
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

。
色
見
環
状
線
道
路
改
良
工
事
請

負
契
約

。
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例

。
二
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

杖つくりに熱中される自石さん (左上は寄贈の杖)

熊
本
在
住
の
自
石
さ
ん
、
自
作
の
杖
五
十
本
を
町
ヘ

町
の
お
年
寄
り
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に

立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
手
作
り
杖
五
十
本
が

こ
の
ほ
ど
町
役
場
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
杖
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
本
町
の
河
原

・
市
野
尾
出
身
で
熊
本
市
に
在
住
す
る
自
石

崇
さ
ん

（８３
歳
）
。
二
年
前
ま
で
は

「空
き
箱

細
工
」
の
名
人
で
も
あ

っ
た
自
石
さ
ん
。
杖

を
作
る
よ
う
に
な

っ
て
ま
だ
二
年
、
杉
の
間

伐
材
や
廃
材
な
ど
捨
て
ら
れ
る
の
は
も

つ
た

い
な
い
と
思
い
杖
を
作
る
よ
う
に
な

っ
た
と

い
う
。
「根

っ
か
ら
の
作
り
物
好
き
。
材
料
は

高
森

。
昭
和
に
住
む
知
人
の
野
尻
英
二
さ
ん

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
特
別
企

画
と
し
て
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
お
な
じ
み
の
斎
藤
誠

一
先
生
が

「心
の

時
代
を
求
め
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
斎
藤
先
生
は

「最
近
若
い
人
達
の
言

葉
が
乱
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
心
の
時
代
、

言
葉
を
も

つ
と
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
各
町
村
別
に
コ
ー
ス
を
設

け
、
十

一
月
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
四
回
の
講
座
を

開
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
テ
ー

マ
は

「幕
末
の
肥
後
藩
と
明
治
維
新
」
で
す
。

（四
三
）が
調
達
し
て
く
れ
と
り
ま
す
」
と
話
す

白
石
さ
ん
。
今
は
、

一
番
難
し
い
と
言
わ
れ

る
杖
の
握
り
を
い
か
に
良
く
す
る
か
工
夫
中

で
あ
る
と
い
う
。

今
ま
で
に
約
五
百
本
ほ
ど
作
り
、
市
役
所

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
な

ど
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

「杉
の
杖
」

の
普
及
を
図
る
と
共
に
自
石
流
の
杖
を
作
り

た
い
と
張
り
切

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
早
速
こ
の
杖
を

ロ
ビ
ー
に
置
き
、

役
場
を
訪
れ
る
お
年
寄
り
な
ど
の
利
用
に
役

立
て
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。/~｀ ヽ

受講生役250人 が参加 したセミナー開講式

(11)

総

務

委 員 長 宇 藤 茂 吉

副委員長 杉 永 竹 範

委  員 遠 山 哲 夫

甲 斐   裁

文

教

厚

生

委 員 長 中 山 昭 男

副委員長 本 田 生

委  員

本 田 嘉 達

桐 原 郁 雄

佐 イ白 金 也

建

設

経

済

委 員 長 後 藤 英 範

副委員長 熊 谷 績 男

委  員

本 田 国 男

瀬 井 常 助

住 吉 昭 泰

児 玉 国 広

企

業

特

男|」

委 員 長 桐 原 郁 雄

副委員長 後 藤 英 範

委  員

遠 山 哲 夫

住 吉 昭 泰

佐 イ白 金 也

□

□日 □

□ □

‐靱黎

棄
t..:.:‐1摯、

真:電

餞饉饉

可
決
．し
た

議

案

｀
:

′ /
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山 村 英 男



町
の
話
題

話題があ りま

したら、お知

らせ ください。

企画課

広報統計係

(8②llll)

'■ ■
U■

申聰闘蜻鷹鰤

高
森
東
中
、
念
願
の
初
優
勝

男

子

八
代
四
中
を
２
１
０

県
中
学
生
軟
式
テ

ニ

ス
選
手
権
大
会
が
五
月

二
日
、
熊
本
市
の
県
民

総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
本
町

か
ら
出
場
し
た
高
森
東
中
学
校
が

念
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
各
郡

市
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
二
十
四
チ

ー
ム
が
出
場
。
東

中
は
、
予
選
リ
ー

グ
Ｂ
パ
ー
ト
で
昨

年
度
中
体
連
優
勝

の
錦
中
に
３
１
０
、

ま
た
、
四
月
に
行

わ
れ
た
湖
東
杯
優

勝

の
南

関

中

に

２
１
１
と
快
勝
。

続
く
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
ー
回
戦
で
、

強
豪
東
町

（熊
本

市
）
を
２
１
０
で

破
り
波
に
の
り
、

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
の
ご

推
挙
に
よ
り
ま
し
て
高
森
町
議
会

議
長
を
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
が
そ
の

器
で
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
絶
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
、
最
善

を
尽
く
し
て
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。

当
町
は
南
阿
蘇
の
中
心
地
と
し

て
、
そ
し
て
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
こ
の
地

準
決
勝
は
苓
北

（天
草
）
を
２
１

１
、
決
勝
は
八
代
四
中
を
２
１
０

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。

「七
連
敗
中
の
錦
中
に
勝
ち
波

に
の
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
粘

り
強
さ
と
ミ
ス
が
少
な
か

っ
た
の

が
勝
因
。
初
め
て
優
勝
旗
を
手
に

で
き
て
嬉
し
い
」
と
、
こ
の
四
月

同
部
の
監
督
に
な
ら
れ
た
二
次
圭

介
先
生
。
ま
た
三
年
生
の
本
田
貴

剛
選
手
ら
は
、
「優
勝
し
た
時
は
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は

中
体
連
。
も
ち
ろ
ん
優
勝
で
す
。

今
ま
で
以
上
に
練
習
し
て
技
術
を

磨
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
い

ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
お
め
で
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

を
生
か
し
て
自
然
と
調
和
し
た
町

づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
最
も
関
心
の
深
い
農
業
振
興
、

企
業
誘
致
、
観
光
開
発
、
教
育
の

施
設
整
備
等
の
問
題
解
決
の
懸
案

事
項
が
山
積
し
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
議
会

一
丸
と
な

っ
た
政
治
力
の
結
集
が
不
可
欠
で

〔予選リーグ戦績〕
▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
回
戦

高
森
東
２
１
０
東
町

▽
同
準
決
勝

高
森
東
２
１
１
苓
北

▽
同
決
勝

高
森
東
２
１
〇
八
代
四

す
。
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

支
援
を
特
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
内
に
あ

っ
て
は
、
融
和
と

協
調
を
求
め
、
町
政
に
対
し
て
は

厳
正
な
立
場
で

「執
行
部
を
チ

ェ

ッ
ク
す
る
」
機
能
を
踏
ま
え
て
議

会
運
営
に
あ
た

っ
て
い
く
所
存
で

す
。二

十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
町
政

発
展
の
た
め
、
そ
の
期
待
に
こ
た

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
八
千
五
百
余
の
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
議
長
就
任
の
あ
い
さ

つ

と
い
た
し
ま
す
。

にヽ
わ
か
」
も
表
び
出
し

大
笑
い

今
年
で
二
十

一
回
目
を
迎
え
た

町
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
五
月

二
十
八
日
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
二
十
の
ク
ラ
ブ
か
ら
約

二
百
五
十
人
が
参
加
。
民
謡
や
歌
、

踊
り
な
ど
に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
。
年
に

一
度
の
演
芸
大

会
と
あ

っ
て
お
年
寄
り
は
大
張
り

き
り
。
「に
わ
か
」
な
ど
も
飛
び
出

し
、
四
十

一
の
出
し
物
に
会
場
は

拍
手
と
笑
い
に
包
ま
れ
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
る
と

い
う
お
年
寄
り
は

「年
に

一
度
の

楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年

参
加
し
ま
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

新
刊
が
入
り
ま
し
た

中

央

公

民

館

中
央
公
民
館
で
は
、
毎
年
図
書

の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
今
回

は

一
般
向
け
に
「太
平
記
物
語
」
「面

白
く
な
く
っ
ち
や
人
生
じ
ゃ
な
い
！
」

「ふ
り
む
け
ば
人
の
愛
」
「ホ
タ
ル

先
生
の
ト
ラ
ッ
ク

一
杯
の
涙
」
「
ハ

ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
絵
本
」
な
ど

を
、
ま
た
、
児
童
向
け
に
は

「飛

べ
な
い
ホ
タ
ル
」
「野
鳥
よ
お
れ
と

う
た
お
う
」
「愛
と
い
の
ち
の
日
記
」

な
ど
、
百
五
十
六
冊
の
本
を
購
入

し
て
蔵
書
冊
数
は
三
千
四
百
四
十

冊
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

一

度
公
民
館
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

そ
し
て
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
昨
年

度
の
図
書
の
利
用
状
況
は
次
の
通

り
で
す
。

３

月

２

月

１

月

１２

月

１１

月

１０

月

９

月

８

月

７

月

６

月

５

月

４

［月

うれしい初優勝を飾った東中テニス部員

議
会

一
九
と
な

っ
た
政
治
力
の
結
集

町
議
会
議
長

本

田

嘉

達

昨年のコンサー ト

かれんな花 「はなしのぶ」と

マン ドリン演奏、そして野鳥の声

第11回 はなしのぶコンサート

6月 30日 (日 )

南阿蘇国民休暇村
はなしのぶ広場
〈1部〉10:30～12:30
>尚綱高校ギターマンドリンクラブ
演奏

・組曲 「はなしのぶ」
・古賀メ ドレーほか

>高森小合唱団の合唱
>特選歌発表及び演奏
〈2部〉13:00～ 15:00
>映画
>野外 自然観察会

なお、詳 しいことについては南阿蘇国民休暇村
内 「はなしのぶコンサー ト実行委員会」にお尋ね
ください。 (8② 2111)

※当日は次のとお り臨時バスが運行されます。町
内の方は駐車場の関係上、出来るだけバスをご利
用ください。

(往路〉

(復路〉

中央公民館図書室利用状況
120冊 (単位 冊 )

●   ●

●   ●

き

ろ
　
容

こ

と

と

　

内

■

■

　

■

2年 度 ″z689冊
,二 年度 口■口 525冊100

80

60

40

20

笑いを誘った「にわか」

(10)(7)

で
、
議
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
本
田

に
就
任
の
ご

さ

つ
を
お
願

い あ 議
い 長し

ま
し
た
。

の

軍 ヽヽ 3
「
‐ｍＵ

劃
ヽ
わ

バ
ハ

１１
に

・

高森東 錦 南  関 勝敗

高森東 ○ ○ 2-0

錦 × ○ 1-1

南  関 × × 0-2

高森駅 産  交 休暇村

定期 9 :10 9:15 9 :22

臨 時 10 : 17 10:22 10:29

休暇村 産  交 高森駅

定期 12 : 37 12:44 12:49
臨時 13:25 13:32 13: 39

定期 14: 17 14: 24 14: 29

定期 15: 47 15: 54 15 :59

惨
■
・・



平成 4年 1月 1日 から実施児童手当制度の改正

一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら

ま
す

月
額
‘
一千
円
で

ノ′ノ″膠
一が
一“痢
”ま

子どもを健やか|こ産み育てるための環境づ<り の重要な柱として、児童手当制度

が改正されます。今回の改正では、いままで二人目のお子さんから支綸されていた

児童手当が、―人目のお子さんから支綸されるよう |こなります。

支給額は、一人目と二人目のあ子さんが月額五干円、三人目以降のお子さんが月

額一万円となります。支綸期間も段階的|こ変更していき、最終的|こは、すべてのお

子さんの支給期間が 3歳未満となります。この改正は、平成4年 1月 1日から実施

されます。

●改正の主な内容●

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①

一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
、
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
（現
在
は
二
人
目
の
お
子

さ
ん
か
ら
）
。
な
お
、
一
人
目
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
か
ら
、
新
た
に
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

②
手
当
の
月
額
は
、　
一
人
日
と
二

人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
五
千

円
、
二
人
日
以
降
の
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
は

一
万
円
に
な
り
ま
す
（現

在
は
、
二
人
目
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
二
千
五
百
円
、
二
人
日
以
降

の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
五
千
円
）。

③
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
は
、
三
歳
未
満
ま
で
と
な

り
ま
す
（現
在
は
小
学
校
入
学
前
）
。

児
童
手
当
の
支
給
期
間
を
三
歳

未
満
と
す
る
の
は
、
次
の
こ
と
を

考
慮
し
た
か
ら
で
す
。

И
子
ど
も
が
乳
幼
児
の
間
は
、
人

間
形
成
と
し
て
特
に
重
要
な
時
期

で
あ
り
、
育
児
に
手
が
か
か
り
、

子
育
て
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

・で
ダ
一一静
″う
に
ま
す

な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
。

И
乳
幼
児
や
年
少
の
幼
児
を
養
育

す
る
家
庭
は
、
両
親
と
も
年
齢
が

若
い
場
合
が
多
く
、
年
収
が
低
い

時
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

(8)

一

一

ロ

現   行 改 正 後

支給対象 第二子以降 第一子以降

支給期間 小学校入学前 3歳未満

支

給

額

第一子 5,000円 (月 額)

第二子 2,500円 (月 額) 5,000円 (月 額)

第二子以降 5,000円 (月 額) 10,000円 (月 額)

新

し
い
制
度
が
実
施

る

の

は
、
平
成
四
年

一
月

一
日
か
ら
で

す
が
、
支
給
期
間
の
変
更
に
伴
い
、

す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る
家
庭

に
配
慮
し
て
、
し
ば
ら
く
は
次
の

よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
四
年

一
～
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
、
二
人
日
以
降
に
つ
い

て
は
、
五
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
五
年

一
～
十
二
月

一
人
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

年

一
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
、
二
人
日
以
降
に
つ
い

て
は
、
四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
六
年

一
月
以
降

三
歳
未
満
の
す
べ
て
の
お
子
さ

ん
が
、
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、

新
た
に
支
給
の
対
象
と
な
る

一
人

目
の
お
子
さ
ん
を
お
も
ち
の
家
庭

は
、
前
も

つ
て
今
年
の
十

一
月
か

ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る

家
庭
は
、
今
年
の
六
月
中
に
、
現

況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
町
役
場
福
祉
課
福

祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

老
人
福
祉

●   ●

●   ●

お建蓄ですか
Ｑ
　
お
年
寄
り
の
食
生
活

に
は
、ど
う
い
う
点
に
心
が

け
た
ら
い
い
で
し
よ
う
か
。

Ａ
　
食
生
活
は
、
健
康
に

生
活
す
る
た
め
の
基
本
で
す
。
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

田
　
み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し

よ

う

。

②
　
よ
く
味
わ

っ
て
、
よ
く
か
み

な
が
ら
。

八
分
日
で
と
ど
め
ま
す
。

は
、
う
す
め
に
つ
け
ま
し

同
　
た
ん
白
質
を
摂
る
と
き
は
、

魚
や
豆
腐
や
納
豆
で

０
　
緑
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
よ
う
。

同
　
わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
昆
布
な

ど
海
草
類
を
食
べ
ま
し
よ
う
。

閣
　
牛
乳
は
、　
一
日

一
本
の
み
ま

Ｌ
）
よ

”り
。

０
　
果
実
類
も
忘
れ
ず
に
。

⑩
　
酒
と
た
ば
こ
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
予

防
や
治
療
の
た
め
の
食
事
に
つ
い

て
は
、
阿
蘇
保
健
所
の
栄
養
士
さ
　
９

ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

14)(3)
よ

う 味 腹

Ｑ

＆

Ａ

な

い
、
美

し

い
心
を

も

つ
市

民

が

た

く
さ

ん
住

む
ま
ち

を

つ
く

り
た

い
″
―

―

生
徒

た

ち

の
人

を
信

頼

す

る
誠

実

な

心
と

活

動

は

、

し

っ

か
と
受
け
継
が
れ

て
い
き
ま

し
た

。

い
ま

、
飯

田
市

の
大

通

り

の
真

ん

中

に
、
約

四
百

メ
ー

ト

ル
、

り

ん

ご
並

木

は

、

三
十
余

年

の
風
雪

に

耐

え

て
ど

っ
し
り
と

立

ち

並

ん

で

い
ま
す

。

そ

し

て

い
ま

で
は
、

り

ん
ご

を

盗

む
者

は
だ

れ

一
人

と

し

て

い
ま

せ

ん
。
た

わ

わ

に
実

る

り

ん
ご

は
、

こ

の
ま

ち

に
住

む

人

々
に
、
ふ

る

さ

と

を

愛

し
、
お

互

い
を

信

じ
合

う

こ
と

の
尊

さ

を

、
無

言

の
う

ち

に

語

り

か

け

て

い
る

よ

う

で
す

。

日
本

ふ
る
さ
と
塾
主
宰萩

原

　

茂

裕

´
―
、
ィ
ヽ

(15)

と
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

「街
路
樹
に
り
ん
ご
の
本
を
植

え
よ
う
」

学
友
会

（生
徒
会
）
で
、
意
見
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
学
校
側
で
も

賛
成
し
、
生
徒
た
ち
は
、
市
役
所

に
陳
情
に
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「中
学
生
の
手
で
は
不
可
能
だ
」

な
ど
の
理
由
で
断
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
は
あ
き
ら

め
ず
、
再
度
の
陳
情
で
、
と
う
と

う
助
役
の
心
を
と
ら
え
た
の
で
す
。

に
備
え
て
、
市
街
地
を
東
西
南
北

に
貫
く
幅
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
広

い
道
路
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
復
興
に
、　
一
生
懸
命
に

立
ち
向
か
う
大
人
た
ち
の
姿
は
、

子
供
た
ち
の
心
を
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
動
か
し
ま
し
た
。
飯
田

市
に
あ
る
東
中
学
校
の
生
徒
た
ち

も
、
自
分
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ

ま
せ
ん
で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
ま
た
木
を
植
え

ま
し
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、

昭
和
三
十
年
春
、
四
十
九
個
の
小

さ
な
実
を
つ
け
た
の
で
す
。
秋
に

な
り
収
穫
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
り
ん
ご
の
実
は
十
個

減
り
、
ま
た
十
個
減
り
と
、
と
う

と
う
最
後
は
、
た
っ
た
の
五
個
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

心
な
い
だ
れ
か
が
、
盗
み
と
っ

た
の
で
し
た
。

し
か
し
、″
り
ん
ご
の
実
を
と
ら

受
け
継
が
れ
て
い
る

人
を
信
頼
す
る
心
と
活
動

戦
後
の
混
乱
が
ま
だ
さ
め
や
ら

ぬ
昭
和
二
十

一
年
、
そ
し
て
二
十

二
年
と
、
飯
田
市
は
大
火
に
見
舞

わ
れ
、
市
街
地
の
約
八
割
を
焼
き

尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
は
、
今
後
の
火
災
の
事
態

木
に
目
を
奪
わ
れ
る

は
ず
で
す
。
そ
し
て
、

朝
夕
に
、
ほ
う
き
を

持
っ
た
中
学
生
た
ち

が
、
街
路
の
清
掃
を

し
て
い
る
姿
に
び
っ

く
り
す
る
こ
と
で
し

よ
う
。

こ
れ
は
、
次
の
よ

う
な
小
さ
な
物
語
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

ま
ち
の
復
興
に

子
供
た
ち
が
動
く

生
徒
が
り
ん
ご
の
栽
培

研
究
と
育
成
に
着
手

さ

っ
そ
く
生

徒

た

ち

の
手

で
緑

化
部

が

つ
く
ら

れ

、

り
ん
ご

の
栽

培

の
研
究

か
ら

ス
タ

ー

ト

し

、
苗

木

の
育

成

に
取

り

組

み

ま

し
た

。

そ

し

て
、　

一
年

後

、

四
十
本

の
り

ん
ご

の
木

を

植

え

ま

し
た

。
生
徒

た

ち

は
交

代

で
、
雨

の
日
も

風

の

日
も

、
り

ん
ご

並

木

の

″
お
守

り
″

を
続

け

ま

し
た

。

し
か

し
、

り
ん

ご

の
木

は

二
十

本

し
か
生

き

延
び

長

野

県
を

縦
断
す

る

天
竜

川

沿

い
に
、
人

口
九

万
余

り

の
飯

田
市

が
あ

り
ま
す

。

い
ま

、

こ
の
ま

ち

を
訪

れ

る
人

は
、
ま

ず
美

し
く
続

く

り

ん
ご

並

、 フ

▼
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